
1．鈴木　　実　2．1962/5/28
3．熊本大学病院呼吸器外科
4．1989 年千葉大学卒業　千葉大学肺癌研究施設外科
2001 年より 2003 年テキサス大学留学
2005 年千葉大学呼吸器外科助教
2008 年千葉大学呼吸器外科講師
2010 年熊本大学呼吸器外科教授
5．学生・研修医に魅力的な熊本の外科を作り，若手外科医をより
多く育てていきたいと思います．また，研究・臨床・教育を積極
的に推し進め，外科学会の発展に寄与していきます．
6．現職

1．永安　　武　2．1962/5/23
3．長崎大学
4．1987 年長崎大学医学部卒業後，長崎大学第一外科入局．2003
年より長崎大学大学院腫瘍外科学教授，2017 年長崎大学医学部
長，2019 年長崎大学理事，2023 年 10 月より長崎大学長．
5．外科学の発展と次代を担う外科医の育成に全力を尽くす所存
です．
6．現職

1．福井　寿啓　2．1969/6/11
3．熊本大学病院
4．1994 年　和歌山県立医科大学卒業
1994 年　大阪市立大学第二外科
1997 年　大阪市立総合医療センター
2002 年　新東京病院
2005 年　大阪市立大学
2007 年　榊原記念病院
2015 年　熊本大学
5．これまで関東や関西で多くの症例を経験し，2015 年熊本大学
心臓血管外科教授に就任いたしました．以後熊本県の医療に従事
いたしております．これからも熊本および九州の外科学の発展に
貢献したいと考えています．
6．現職

1．馬場　秀夫　2．1958/5/20
3．熊本大学大学院生命科学研究部消化器外科学
4．平成 15 年九州大学第二外科 助教授
平成 17 年熊本大学消化器外科学 教授
平成 26 年日本外科学会 理事
令和 3 年日本外科学会 会頭
令和 3 年熊本大学病院 病院長
令和 3 年熊本大学 副学長
5．外科医療の高度化・多様化が進む中，明るい未来を拓く優秀な
外科専門医の育成と外科医の働き方改革に尽力します．外科医志
望者が減少する中，若手外科医を増やすよう魅力的な勤務環境を
整備します．
6．現職

1．山本　　豊　2．1964/11/14
3．熊本大学病院
4．1993 年より東京都立駒込病院外科レジデント
1997 年米国 Roswell Park 癌研究所に 1 年間留学
2000 年より熊本大病院で乳癌診療・研究を行い，
2022 年より熊本大学病院乳腺・内分泌外科教授
5．日本外科学会の発展に貢献したいと存じます．現在，日本乳癌
学会の理事を務めており，日本外科学会と日本乳癌学会との連携
を強めたいと思います．
6．現職

1．日比　泰造　2．1973/9/6
3．熊本大学
4．1998 年慶應義塾大学卒業，横須賀米海軍病院，国立がんセン
ター中央病院肝胆膵外科，マイアミ大学移植外科，慶應義塾大学
一般・消化器外科（肝胆膵・移植班）を経て 2017 年より熊本大学
小児外科・移植外科教授
5．手術によって「かつて不治とされた病を治す」そして「よりよ
く治して標準治療を確立する」ことが外科医の使命と考えており
ます．「患者と共に治癒可能性の限界に挑む」を信条として新たな
外科学の創造に邁進します．
6．再任
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1．松本桂太郎　2．1971/4/17
3．長崎大学病院　腫瘍外科学講座
4．1996 年　熊本大学卒業，長崎大学第一外科入局
2004 年　St.Vincent’s 病院，Duke 大学，Toronto 大学
2011 年　長崎大学腫瘍外科　助教
2015 年　同　講師
2020 年　同　准教授
5．医療界を取り巻く大きな変化の波に対応できるよう，教育，研
究，臨床診療に全力を尽くし，日本外科学会の発展に微力ながら
貢献できるよう努力をして参る所存です．
6．現職

1．黒木　　保　2．1967/9/3
3．独立行政法人国立病院機構長崎医療センター
4．1992 年　長崎大学医学部二外科
2001 年　米国トーマスジェファーソン大
2005 年　長崎大移植消化器外科助教
2009 年　同　講師
2012 年　同　准教授
2016 年　長崎医療センター
2022 年　同　副院長
5．私は 1992 年に長崎大学を卒業，長崎大学移植消化器外科を経
て 2015 年より国立病院機構長崎医療センターに勤務しておりま
す．2013 年より代議員を務めており今後の学会発展のため誠意を
もって取り組みます．
6．現職

1．能城　浩和　2．1960/9/26
3．佐賀大学医学部一般・消化器外科
4．昭和 60 年（1985）3 月 27 日九州大学医学部卒業
平成 22 年（2010）5 月 1 日佐賀大学医学部一般・消化器外科教授

（現在に至る）
5．消化器外科で特にロボット手術を含む低侵襲外科治療を中心
に診察・教育・研究に従事しています．外科医のインセンティブ
や遠隔医療にも貢献したいと思います．
6．現職

1．久芳さやか　2．1977/3/15
3．長崎大学病院
4．2001 年に長崎大学医学部を卒業し，同大学第二外科へ入局し
ました．2011 年に長崎大学大学院で学位を取得，九州がんセン
ターで研修，2013 年に長崎大学病院助教，2022 年に講師として勤
務しております．
5．日本乳癌学会の評議員として，新専門医制度小委員会，地方創
生委員会，乳癌診療ガイドラインなどの委員会活動を行ってきま
した．皆が外科医として活躍できるような環境づくり，後進の育
成に努めたいと考えています．
6．新任

1．蒲原　啓司　2．1968/4/21
3．佐賀大学附属病院
4．1993 年，佐賀大学胸部外科で修練を開始．2003 年よりクリー
ブランドクリニックで人工心臓開発に携わる．帰国後，臨床医と
して研鑽を積み 2019 年，佐賀大学胸部心臓血管外科准教授，2021
年に教授就任．
5．日本外科学会の使命である外科学の益々の発展と実りある社
会貢献を行うべく，臨床領域だけでなく研究及び教育領域で精進
していく所存です．特に教育では将来の外科学を担う人材育成に
取り組んでいきたいと思います．
6．新任

1．江口　　晋　2．1967/3/7
3．長崎大学病院
4．1992 年長崎大学医学部卒．1998 年長崎大学大学院卒．関連病
院勤務，海外留学等を経て，2012 年より現職．現在，長崎大学病
院 安全担当副病院長．
5．日本外科学会では国際委員会委員，英文誌，英文ケースレポー
ト誌の編集委員として，運営参画して参りました．若手外科医育
成，地方の外科医の働き方，離島医療など様々な分野で尽力した
いと存じます．
6．現職



1．三浦　　崇　2．1974/9/26
3．長崎大学
4．2000 年 3 月 新潟大学医学部卒業
2000 年 4 月 東京女子医科大学心臓血管外科入局
2006 年 6 月 長崎大学心臓血管外科入局
2022 年 9 月 長崎大学心臓血管外科 教授
5．外科診療における診療看護師，特定看護師の推進によってタス
クシフト，タスクシェアを推し進め，外科医の労働環境改善とす
ることに強い関心があり，その側面から日本外科学会の発展に尽
力したいと思います．
6．新任


